
 

多読を活用した高専・技科大	

英語教育連続化の提案	

	

○西澤	 一（豊田高専）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

1． 高専生の英語運用能力	
	

(1) 高専英語教育の現状と課題（2001 年）	
高専英語教育学会が 2001 年度に行った大規模調

査 1)によれば，91%の高専英語教員が卒業生の英語力

は期待値に達していないと答え，25%の企業が高専卒

新入社員の英語力に不満を持ち，56%の大学教員が，

高専からの編入学生の英語力を，高校から入学した

学生より劣ると答える等，高専生の英語力を顕著に

改善する必要があると再認識された．また，同報告

では，外部評価指標として TOEIC の利用を提言して

いる．	

	

(2)	TOEIC 得点の推移	
その後，多くの高専では，JABEE 認定の必要性も

あり，TOEIC を評価指標とした英語教育改善が試み

られてきた．しかしながら，全国高専 5年生の TOEIC

（IP）平均点は，2003 年度から 14 点上昇してはい

るものの，2007 年度で 363 点に止まり，依然，同年

代の大学 2年平均（428 点）より顕著に見劣りし，2

年若い高校 3 年平均（394 点）より低い状態が続い

ている 2)．この状況を打開するには，英語に苦手意

識を持つ学生を含む，高専生全体の底上げが必要で

あり，従来にない，思い切った改革が必要である．	

	

2． 高専英語教育の新しい潮流：多読授業	
	

(1) 全国高専における多読授業の展開	
この中で，実践を通した英語教育の取組として，

「多読」が注目されている 4)．創立時から多読授業

を試みている沖縄に加え，豊田，東京等，既に 10

校を超える高専が，英語多読授業を実践しており，

高専英語教育の新しい潮流となりつつある．	

	

(2) 豊田高専の事例 
豊田高専では，JABEE プログラムの英語運用能力

保証のため，TOEIC450 点相当を修了要件と設定した

電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科が，2004 年度に本科と専攻科

を合わせて 6 単位の英語関連科目を新設して，英語

多読授業を展開し，学生の英語運用能力を顕著に改

善している．継続受講 3年目の 2006 年度には，5 年

生の TOEIC（年間自己ベスト）平均点が 435 点まで

上昇 3)，以後 3 年連続で全国大学 2 年平均を超えて

おり，高専生の英語運用能力は 3 単位の多読授業追

加で，同世代平均を超え得ることを実証している．	

また，この先行事例を活用すべく，豊田高専では，

2008 年度から多読授業を全校で展開，H20 年度教育

GP にも採択され，本科 1～3 年の英語の授業内容を

組みなおし，各学年 1単位（45 分×30 週）分の多読・

多聴活動を授業時間内に組み入れる実践を開始した．	

	

3． 英語多読の特徴	
	

授業実践から分った多読の特長として，	

・	 学生が比較的早期に「やさしい英文なら読める」

と効果を実感するため，無理なく継続でき，高

専生に向いた活動である．	

・	 長期間継続すれば，教育効果を TOEIC，ACE 等の

外部試験で測定できるので，必要な授業時間を

見積もり，授業体系を設計することができる．	

・	 各学生の運用能力に合わせた個別指導が基本で

あり，運用能力にばらつきのあるクラスにも対

応できる．	

があり，高専英語教育に合った手法であることが分

る．一方，多読授業実践の課題として，	

・	 担当教員は，その役割が「知識の教授者」から

「体験を共有する助言者」へと質的に変化し，

また，自らの多読体験や多読用図書に関する体

系的知識等，新たな資質を求められる． 
・	 教材として，数百～数千冊以上の多読用図書を

必要とし，また，授業時間外の自律的読書を促

進するには，図書館との連携も重要となる．	

・	 例えば，TOEIC で教育成果を確認するには，クラ

ス平均点で 30 万語程度の読書量（累積 50 時間

程度の読書時間）が，また，苦手な学生では 100

万語程度の読書量が必要であり，学生が複数年



継続で多読できるよう，カリキュラム上の工夫

も必要となる．	

・	 学生の自律的活動を引き出すには，教員，学生

を含む校内の雰囲気作りが大切で，科目担当以

外の教職員の協力が重要である．	

等があり，担当教員の授業改善の範疇を超えるもの

も多く，組織としての取組が不可欠になる．	

	

4．高専・技科大教育連続化の意義	

	

高専から技科大へと連結する９年間を通じて，英

語多読を継続できれば，小規模なカリキュラムの変

更で，学生の英語運用能力を無理なく底上げするこ

とができる．創立以来，高専生・技科大生の弱点と

指摘されてきた英語運用能力の問題を，一気に解決

できるだけでなく，国際的に活躍できる技術者養成

機関として，大学受験の弊害を受けない高専・技科

大ルートの教育の特色にもなり得る．	

また，数年間にわたる各高専の授業実践経験を集

成すれば，標準的な指導法の確立も難しくない．	

TOEIC 等，外部試験で各学生の運用能力を確認する

ことで，豊橋技科大が特色とするスパイラル教育を，

学生個々の進度に合わせて進化させることにもなる．	

	

5．連続化試案	

	

(1) 英語運用能力の設定 
まず，高専・技科大各学年別の標準運用能力を

TOEIC により設定する（表１）．当初は，学生の現状

に合わせて設定し，連続化の成果を確認しながら，

設定値を順次引き上げるものとする．設定水準未満

の学生には，リメディアル教育を施し，達成値を越

えた学生には，上級学年の科目履修機会を与えるこ

とで，スパイラル教育を個別対応に進化させる．	

	

表-1	 学年別標準運用能力	

学年	 高専 3 年	 高専 5 年	 学部 4 年	 修士 2 年	

達成	 500	 600	 700	 800	

標準	 350	 400	 450	 500	

要指導	 	 370	 420	 470	

最低	 	 330	 380	 430	

	

例えば，技科大 3年次編入生が 4月の TOEICで 370

点（高専 5 年の要指導水準）未満の場合，学部 3,4

年の授業に加え，学部 1,2 年生用の授業もリメディ

アルとして追加で受講させ，学部卒業までには全員

380 点（学部 4 年の最低）を達成させる．学部 4 年

の最低点は，早期に 400 点以上まで（また，修士 2

年の標準点は 600 点まで）引き上げたいものである．	

	

(2) 技科大の対応 
将来，学部 1年から修士 2 年までの 6 年間に，各

学年 1単位（45 分×30 週）の多読授業を設け，3年

次編入生が修士課程修了までに 100～200 万語の多

読活動を行なえる教育体制を整備することを視野に，

第一段階としては，各学年の要指導水準に達しない

学生向けのリメディアル科目を設け，小規模な多読

指導を開始，授業実践を積むことを提案する．現在，

豊橋技科大付属図書館が所蔵する約 2 千冊の多読用

図書を活用し，担当教員の FD と学内の雰囲気作りを

先行させるのである．	

	

(3) 高専の対応 
将来は，本科 5年間継続の多読授業を設け，卒業

までに 100 万語の多読活動を行なえる教育体制を整

備することを視野に，第一段階では，高学年（3～5

年）の達成水準を設定する．多読授業実践校は，そ

の内容，成果と課題を公開し，未実践校は，各校の

現状に合わせた指導実践を早期に開始する．授業内

容と指導実践の交流に加え，多読用図書整備に関す

る学校間連携，校内の雰囲気作りにおける協力が必

要であろう．	

	

6.	 まとめ	

	

本稿では，高専・技科大生の低英語運用能力の現

状を一気に改善し，国際的に通用するコミュニケー

ション能力の育成実績を高専・技科大ルートの特色	

にできるよう，多読を活用した高専・技科大英語教

育の連続化を提案した．本提案が，活発な議論のた

たき台となることを期待したい．	
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